
市町村名 南城市

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【中期的検証事業】

事業名 観光振興将来拠点地整備事業 沖縄２１世紀ビジョン 第３章－３－(２)－エ

基本計画該当箇所 観光客の受入体制の整備

令和 年度 沖縄振興基本方針 Ⅲ－１－(１)
25 元 該当箇所

担当部課名 企画部 観光商工課
事業実施

年度
平成

～

事業内容
　公共駐車場の整備により、各種イベント時の駐車場不足やイベント開催拠点の確保等の課題を解消することで来訪者の利便性
を確保する。また、災害発生時の避難場所及び防災拠点として活用することで、市民や観光客等の安全確保を図る。

実施方法 ■ 直接実施 □ 委託 □ 補助 □

実績報告上の総事
業費（最終）

984,783 32,400 363,227 424,952 1,805,362

負担 □ その他（　　）

～H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 合計

Ｂ．執行済額 984,783 32,400 363,227 424,952 1,805,362

Ａ．予算現額 1,002,805 32,400 366,020 443,098 1,844,323

執行率（％）(B/A) 98.2% 100.0% 99.2% 95.9% 97.9%

うち
交付金充当額

781,377 25,920 290,581 339,961 1,437,839

執行状況の説明 　各年度とも、概ね事業計画どおりに執行できた。

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度

事業期間中
の予算額
・執行額

【単位:千円】

実　績 上屋の整備

バス乗降場上屋の整備

目　標 上屋の整備

実　績 用地取得 用地取得 用地取得

用地購入

目　標 用地取得 用地取得 用地取得

整備工事の
完了

実　績
整備工事の

完了
整備工事の

完了
整備工事の

完了
整備工事の

完了

・造成工事
・面整備
・擁壁工事
・管理施設工事（外灯、安全柵等）

目　標
整備工事の

完了
整備工事の

完了
整備工事の

完了

事業期間中の
成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度

バス乗降場上屋の完成

実　績 上屋の完成

目　標 上屋の完成

整備の完了

実　績 整備の完了 整備の完了 整備の完了 整備の完了

公共駐車場の整備

目　標 整備の完了 整備の完了 整備の完了

実　績

目　標



事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

■ 中期にわたる事業効果 ○年度 ○年度 ○年度 R1年度

80%以上

実　績 85.7% 60.0%

R2年度
□ 後年度に発現する事業効果 目標/発現年度

駐車場利用者の利便性が確保されたか（80％以上）を含
め、当該駐車場のあり方をアンケート調査により検証する

目　標 80%以上

状
況
説
明

【R1年度】
・完了した一部区画で、供用開始に向けて試験的に運用を行い、駐車場利用者の利便性が確保されたとの回答が85.7％となり目標を上
回っている。
・災害時に備えて、駐車場を活用した防災訓練が開催され、目標を達成できた。

【R2年度】
・イベント利用者にアンケート調査を行い、施設の利用に満足したとの回答が60％となり目標を下回っている。
・コロナ禍の影響もあり、公共駐車場を活用した防災訓練を行うことができず、目標を達成できなかった。

【　年度】
・

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

1回以上

実　績 1回 0回

整備した駐車場を活用した防災訓練（1回以上/年）を実
施することにより、本事業のあり方について検証する

目　標 1回以上

今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【R1年度】
・施設の効率的な管理運用を行うため、施設管理条例等を定める。
・イベントの開催拠点、イベント時の駐車場、災害時の避難場所として活用することで、観光振興および市民や観光客の安全確保を図る。

【R2年度】
・施設の利用促進の強化を図るため、ドライブインシアターなど新しい生活様式に対応したイベント誘致に向け、事業所回りなどの営業活動に取り組む。

【　  年度】

【R1年度】
・完了した一部区画を活用して、イベントが開催されるようになった。

【R1年度】
・イベント等は土日、祝日の利用が多く、通常時（平日）の利用が少ないた
め、利用促進の方法を検討する必要がある。

【R2年度】
・コロナ禍の影響もあり、イベント等による施設利用者が令和元年度を下回っ
た。

【R2年度】
・コロナ禍の影響もふまえて感染防止対策を徹底し、新しい生活様式に対
応したイベントでの利用促進を図る必要がある。

【　年度】
【　年度】
・


